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プ
、
富
山
県
内
企
業
に
つ
い

て
の
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
。

　
富
山
県
庁
で
協
定
書
の
交

換
式
が
あ
り
、
専
大
か
ら
髙

橋
力
就
職
部
長
が
出
席
し
、

富
山
県
の
蔵
堀
祐
一
総
合
政

策
局
長
と
今
後
の
連
携
を
確

認
し
た
。

の
学
生
に
県
内
に
戻
っ
て
、

発
展
の
た
め
に
力
を
貸
し
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
締
結
式
後
、
杉
本
知
事

と
、
同
県
出
身
の
３
学
生
と

の
懇
談
会
が
あ
っ
た
。
出
席

し
た
の
は
野
村
平
良
さ
ん

（
法
３
）、
植
木
大
晴
さ
ん

（
経
営
２
）、
山
岸
禅
さ
ん

（
人
間
科
学
１
）。
杉
本
知

事
は
福
井
県
が
幸
福
度
日
本

一
で
あ
る
と
の
デ
ー
タ
を

示
し
、「
雇
用
環
境
が
良
好

で
、
働
き
や
す
く
子
育
て
支

援
も
充
実
し
て
い
る
」
と
ア

ピ
ー
ル
。
就
職
活
動
に
関
す

る
交
通
費
補
助
制
度
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
植
木
さ
ん
は
「
福
井
っ
て

ど
こ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
知
名
度
を
ア
ッ
プ
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
野
村
さ

ん
は
「
県
内
企
業
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
。

就
職
に
つ
い
て
は
、
県
内
県

外
ど
ち
ら
に
す
る
か
、
じ
っ

く
り
と
考
え
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
へ

の
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
富
山

湾
は
、「
天
然
の
い
け
す
」

と
呼
ば
れ
海
の
幸
の
宝
庫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
五
箇
山
合
掌

造
り
集
落
を
は
じ
め
と
し
た

多
彩
な
歴
史･

文
化
に
あ
ふ

れ
、
北
陸
新
幹
線
、
日
本
海

側
の
総
合
的
拠
点
港
で
あ
る

伏
木
富
山
港
や
富
山
き
と
き

と
空
港
な
ど
、
陸
・
海
・
空

の
交
通
基
盤
整
備
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
県
は
日
本
海
側

屈
指
の
「
も
の
づ
く
り
県
」

で
あ
り
、
世
界
や
国
内
で
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
企
業

や
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
高
度

な
技
術
を
持
つ
企
業
が
数
多

く
あ
る
ほ
か
、
金
融
、
情
報

通
信
、
卸
売
・
小
売
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
幅
広
い
業
種

の
企
業
が
存
在
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
住
み
や
す
さ
・

暮
ら
し
や
す
さ
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
や
、
女
性
が

活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
も
大
変
進
ん
で
お
り
、
若

い
世
代
の
方
々
に
「
こ
こ
で

働
き
た
い
、
暮
ら
し
た
い
」

と
し
て
選
ば
れ
る
県
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
こ
う
し
た
富

山
県
な
ら
で
は
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
さ

ら
に
促
進
す
る
た
め
、
東
京

で
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
東
京･

大
手
町
に
開
設
し

て
い
る
「
富
山
く
ら
し
・
し

ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
を

通
じ
た
相
談
対
応
な
ど
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
本
年
９

月
、富
山
県
と
専
修
大
学
は
、

県
内
就
職
支
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
本
県
産
業
の

将
来
を
担
う
人
材
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
促
進
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
元
気
な
県
づ
く
り
に
は
、

鋭
い
感
性
や
豊
か
な
創
造

力
、
積
極
果
敢
な
行
動
力
を

持
っ
た
若
い
皆
さ
ん
の
力
が

不
可
欠
で
す
。
専
修
大
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
若
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
大
い
に
発
揮
さ

れ
、
富
山
県
の
新
た
な
未
来

を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い
た
だ
く
こ

と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
。
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富山県知事
　
富
山
県
は
、
本
州
日
本
海

側
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

標
高
３
０
０
０
㍍
級
の
立
山

連
峰
か
ら
水
深
１
０
０
０
㍍

を
超
え
る
富
山
湾
に
至
る
高

低
差
４
０
０
０
㍍
を
、
直
径

40
㌔
〜
50
㌔
の
富
山
平
野
が

つ
な
ぐ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
変

化
に
富
ん
だ
地
形
を
有
し
て

い
ま
す
。
そ
の
雄
大
で
美
し

い
自
然
を
満
喫
で
き
る
立
山

黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
国

際
的
な
観
光
名
所
と
な
っ
て

お
り
、
２
０
１
４
年
に
ユ
ネ

ス
コ
が
支
援
す
る
「
世
界
で

と
や
ま
新
時
代 

さ
ら
な
る
飛
躍
へ

 

〜
皆
さ
ん
の
若
い
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
〜

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
継
続
中
の
皆
さ
ん
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や
、
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

例
年
こ
の
時
期
に
も
、「
求

人
情
報
の
探
し
方
が
分
か
ら

な
い
」「
面
接
で
苦
労
し
て

い
る
」
な
ど
の
相
談
が
就
職

課
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　「
就
職
課
ス
タ
ッ
フ
の
助

言
に
よ
り
、
課
題
解
決
の
き

っ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
う
卒
業
生
も
過
去

に
い
ま
し
た
。
一
人
で
悩
み

迷
う
よ
り
、
ま
ず
は
相
談
し

に
来
て
く
だ
さ
い
。
10
月
に

入
っ
て
か
ら
も
、
多
く
の
企

業
か
ら
「
採
用
活
動
継
続

　
専
修
大
学
は
９
月
10
日
、

福
井
県
と
就
職
支
援
協
定
を

結
ん
だ
。
同
県
内
の
企
業
情

報
を
提
供
し
た
り
、
合
同
企

業
説
明
会
を
開
催
し
た
り
す

る
ほ
か
、
同
県
の
暮
ら
し
の

魅
力
な
ど
を
、
学
生
や
ご
父

母
・
保
護
者
に
伝
え
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
促
進
を
図
る
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
締
結
式
に
は
佐
々
木
重

人
学
長
と
杉
本
達
治
知
事
が

出
席
。協
定
書
を
交
わ
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
は
「
福
井
県

の
魅
力
や
も
の
づ
く
り
産
業

に
つ
い
て
、
出
身
者
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
学
生
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

杉
本
知
事
は
「
県
外
に
進
学

し
た
学
生
の
う
ち
県
内
就
職

す
る
の
は
３
割
。
よ
り
多
く

福
井
県
と
就
職
支
援
協
定

県
出
身
学
生
が
知
事
と
懇
談

　
本
学
で
は
、
快
適
に
勉
学
・
研
究
す

る
環
境
を
維
持
す
る
た
め
キ
ャ
ン
パ
ス

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
発
生
を
未
然
に
防

ぎ
、
発
生
し
た
場
合
に
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
の
内
藤

光
博
室
長
（
法
学
部
教
授
）
は
「
対
策

室
は
駆
け
込
み
寺
の
よ
う
な
と
こ
ろ
。

勇
気
を
も
っ
て
相
談
す
る
こ
と
で
心
の

重
荷
を
取
り
払
っ
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

は
、
相
手
の
人
格
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

言
動
で
不
快
感
や
不
利
益
を
与
え
、
人

権
を
侵
害
し
、
教
育
、
研
究
、
労
働
の

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
。
性
的
な
言

動
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
▽
勉
学
・
教
育
・
研
究
に
関
連
す

る
言
動
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
▽
優
越
的
地
位
や
職
務
上
の

地
位
に
基
づ
く
言
動
に
よ
る
パ
ワ
ー
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
｜
｜
な
ど
が
あ
る
。

　
憲
法
学
が
専
門
の
内
藤
室
長
は
「
憲

法
13
条
に
『
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
』
と
あ
る
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
は
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と

を
重
く
受
け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
強
調
す
る
。

　「
大
学
は
、
学
生
が
自
由
に
学
び
、

教
職
員
が
研
究
・
労
働
す
る
た
め
の
場

で
あ
る
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
す

れ
ば
、
本
来
の
目
的
が
阻
害
さ
れ
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
が
何
よ
り
重
要

だ
が
、
も
し
発
生
し
た
場
合
は
、
迅
速

に
解
決
を
図
っ
て
い
く
」
と
話
す
。

　
相
談
は
メ
ー
ル
で
予
約
し
、
ま
ず
事

務
局
担
当
者
が
事
情
を
聴
く
。
相
談
者

の
要
望
に
応
じ
た
解
決
策
を
各
所
管
と

連
携
し
な
が
ら
図
っ
て
い
く
。
対
策
室

員
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
９
月
に
神
田
９
号
館
が
完
成
し
、
２

階
に
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
室
事
務
室
と
専
用
の
相
談
室
が
新
た

に
設
け
ら
れ
た
。
相
談
室
は
明
る
い
雰

囲
気
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て

い
る
。

　
対
策
室
で
は
相
談
の
ほ
か
、
学
生
や

教
職
員
に
向
け
て
研
修
や
啓
発
活
動
、

講
座
を
随
時
行
っ
て
い
る
。
本
紙
に
も

隔
月
で
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
て
意
識

は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に

啓
発
し
て
い
き
た
い
」
と
内
藤
室
長
は

語
る
。
11
月
下
旬
に
は
図
書
館
生
田
本

館
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
展
示
を

行
う
予
定
だ
。

富
山
県
と
も
締
結

　
９
月
27
日
に
は
富
山
県
と

就
職
支
援
協
定
を
結
ん
だ
。

同
県
出
身
の
学
生
に
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

協定書を手に握手を交わす髙橋就職部長

（左）と富山県の蔵堀局長

協
定
を
結
ん
だ
佐
々
木
学
長
（
右
）
と
福
井
県
の
杉
本
知
事

杉本知事（奥）と懇談する福井県出身の学生

 camhara@acc.senshu-u.ac.jp
☎ 044・900・7858
https://www.senshu-u.ac.jp/about/efforts/harassment/

キャンパス・ハラスメント対策室 内藤室長に聞く

勇
気
を
も
っ
て
相
談
を

　
こ
れ
で
本
学
の
就
職
支
援

協
定
締
結
自
治
体
は
34
（
33

府
県
1
市
）
と
な
っ
た
。

中
」
と
の
情
報
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
10
月
14

日
か
ら
第
１
回
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
配
布
さ

れ
る
「
就
職
手
帳
」
は
、
本

学
就
職
課
の
英
知
を
集
結
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
手
帳
で

す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
各

種
情
報
の
記
録
が
で
き
る
こ

と
に
加
え
、
皆
さ
ん
の
就
職

活
動
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
多
数
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
自
己
分
析
・
業
界
研
究
・

企
業
研
究
・
履
歴
書
の
作
成

・
面
接
対
策
な
ど
、
こ
と
あ

る
ご
と
に
「
就
職
手
帳
」
が

役
立
つ
は
ず
で
す
。

　
専
大
生
専
用
の
こ
の
手
帳

を
存
分
に
活
用
し
、
就
職
活

動
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。


